の 正面の 向こうの ほうで 響いた と 思われる のに、 ピス 

トル を 持った 男がず つと 横手の ほうから 現われて 来る 

と 思われる ので はちよ つと 理屈に 合わない わけで ある。 

しかし こういう 場合で も、 一方で は 音の 方向 知覚と い 

う ものの 本来 不確実な ために、 また 一方で は 劇場の 複 

雑な 反響の ために、 なお その上に、 視 像の 暗示に だま 

される 錯覚の ために、 実際 はたい した 不都合 は 感じな 

レカ ちし.^ な レ 

それ はとに かく、 もしも われわれが 音源の 距離 方向 

を 判断す る 能力が 非常に 鋭敏で あったら、 ト ー キ ー と 

いう もの はたい へん やっかいな 問題に 出会う であろう 



の ほう を 見る。 しばらくして ぼ ー んと 弱い 爆音が 聞 ザ J 

える。 この 時間 間隔が うまく 行けば ほんとうに 花火ら 

しい 感じが 出る であろう。 また 江上の 夏の 夜の 情趣 も 

浮かぶ であろう。 

小銃 弾の 速度 は 毎秒 九百メ ー トル ほどで ある。 それ 

で 約 一 キ ロメ— トル 前方の 山腹で 一 斉射 撃の 煙が 見え 

たま 

たら、 それから 一 秒 余お くれて 弾が 来て、 それから ま 

た 二 秒 近くお くれて、 はじめて 音が 聞こえる わけで あ 

る。 こんな 事もト ー キ— の 場合に は 問題に なりうる で 

あろう。 

音と 光との 回折 や 透過に 関する 差違 はト— キ ー でも 



す ことなし にある 程度まで は 自由に 左右 上下に 動かさ 

れる。 しかし 耳 は 耳 だけで はそう いう 自由 を もたない。 

, J の 事実 にも いろいろな 意味が あるが、 主 要な 目的論 

的 意義 はや はり 光と 音との 本質的 差異と 連関して いる。 

しかし ここで は それ は 別問題と して、 単に この 事実と 

ト ー キ ー の 関係 を 考えて みる。 

音が 聞こえてから、 目で その 音源 を 追究す る 代わり 

に、 カメラ を 回して それ を 追究す る。 これ はよ くやる 

手法で ある。 それが うまく 行って いる 場合に は、 観客 

は 実際 自分の 目が そっちへ 向く ように 感じる。 しかし 

実は 動かぬ スクリ —ンを 見つめて いるので ある。 この 



目が 開閉 自在で あると いう 事実に 基づく いろいろな 

現象 は、 やはり いくらか ト— キ— に 応用 されても いい 

と 思う。 たとえば われわれ は 音楽 を 聞きながら 目を閉 

じて 聞き入る 場合が ある。 それで、 ト ー キ ー の 場合に 

も 一 時 スクリ ー ンを 暗く して 音 だけ を 聞かせる ことに 

よ つ て 効果 を 高める と いう こと も 上手に やれば おもし 

ろい に 相違ない。 

目 を 閉じる といろ いろの 「光の 舞踊」 が 見える。 こ 

れは ある 程度まで は 生理的 効果で だれに でも 共通な も 

ので ある。 この 現象 はト— キ ー でな く 無声映画 でも 利 

用され うるで あろうが、 しかし^ -— キ— だとい つそう 



考究して みたい という 希望 を もっている。 

(昭和 八 年 五月、 映画評 論) 
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